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１．はじめに 
筆者は 1973 年，神戸市立中学校に社会科教員として赴任し，16 年間の中学校教員と 21
年間の神戸市立高等学校教員を終え，退職した。この間，兵庫教育大学大学院には，中学
校教員時代の 1982 年に社会系３期生（白井義彦先生の地理学のゼミ）として入学した。退
職後は，兵庫県立高等学校の非常勤講師などを経て，現在，大学の非常勤講師等を勤めて
いる。地理学との出会いは立正大学文学部地理学科での学びがその基礎となっているが，
小学生のころから地図をよく見ていた。地図には地名のほか，山地や山脈，河川や平野な
どが記され，本やテレビで見る見知らぬ世界は，筆者の地理への興味づけとなった。その
ためか，いわゆる地名物産地理はあまり苦にならなかったが，40 数年ほど前から，地名物
産地理は単なる暗記物で地理嫌いをつくる諸悪の根源のように言われている。実際，筆者
は中学時代に地名物産を箇条書きする授業を受けたが，その中身たるや無味乾燥でなんと
も面白くないものであった。 
それでは，どうすれば生徒に興味関心を持たせ，地理的見方・考え方を育成することが
できるのだろうか。40 数年間の経験を踏まえ，私見を述べ，次代の教員への橋渡しとした
い。 
 
２．地理的見方・考え方 
（1）地域 
地域とは何か。木内（1968）は地域の形式的な性格を，「①地表面の一部である．②固有
の場所的関係をもつ．③空間的拡がりをもつ．④隣接の空間から区別される．⑤より大な
る地域の一部である（中略）しかし，最も問題になるのは②の場所的関係であり，③の空
間的拡がりも，その限定に際して疑義を生じることがあろう。また，全体と部分の関係を
言う⑤の性質にも疑問が起こる。果たして地域は方解石のように割っても割っても方解石
として止まるような不変性があるかどうか？」と疑問を呈している。事実，地域は多様で
全く同じ地域は存在しない。 
 筆者は神戸学院大学で「地域学入門Ⅰ」の授業を担当しているが，地域の捉え方や切り
口は担当する教員によって異なる。シラバスによれば，社会貢献学の教員は社会貢献学か
ら，観光学の教員は観光学から，歴史学や文化学の教員はその観点から地域学の授業を行
っている。ちなみに筆者は，「地理学で地域を学ぼう」との副題をつけ，地域の自然環境，
社会的条件，歴史的背景から，当該地域の特色や課題を考えさせている。 
 
（２）地理的見方・考え方の視点 
地理的見方・考え方とは何か。筆者は地域を，①自然環境（地形・気候・土壌など），②
社会的条件（人口・産業・経済力・情報・交通・民族・宗教など），③歴史的背景（地域史・
土地利用変化など）の３つの視点で捉え，地域事象を地図で表し，地域の特色や他地域と
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のつながりを考えるように，と甲南大学の「社会・地理歴史科教育法Ⅱ」で学生に指導し
ている。学習指導要領が言う「多面的・多角的に考察し」の一端である。 
３つの視点の中でも，最も地理らしい視点は自然環境を考えることである。いわゆる地
人相関，文理融合，人間の営みを自然環境との関係で捉えることである。小中高等学校で
地理は，社会科の中にあるが，地理は理科的要素が含まれる科目である。現在，高等学校
の地理は選択科目であり，文系選択者の地理履修者は非常に少ない。地理こそ，自然災害
やグローバル化などの現代的課題を考える基礎となる重要な科目である。 
地理教育国際憲章（1992 年制定）では，「①それは，どこにあるのか。②それは，どの
ような状態か。③それは，なぜそこにあるのか。④それは，どのように起こったのか。⑤
それは，どのような影響をもっているのか。⑥それは，人間と自然環境の相互便益のため
に，どのように対処されるべきか。」と記され，この考えは，現行および次期学習指導要領
に反映されている。 
 
（３）地図 
地理授業に欠かせないのが地図である。地図は地理の言語であり，地理授業の核心であ
る。紙地図であれ，電子地図であれ，地図のない地理授業はありえない，と筆者は思って
いる。ニュースや TV 番組などで地名が出てくればその都度，その場所を地図帳で確認する。
できれば，地図帳の一般図を見て，周りの地形や地域間の距離も理解できるようにしたい。
地球儀があればさらによいが，一般家庭で地図や地球儀を手元に置いている家庭はそんな
に多くないのではないかと思われる。 
地理は位置および場所の学問である。その土地の「なぜ」を考えるために大切なのが，
その地域の位置や場所である。気候はどうか，山地や山脈の標高はどれくらいか，河川や
平野の長さや広さはどうか，都市は発達しているのか，生活圏や都市圏の広がりはどれく
らいか，隔絶性はどうか，地盤はどうか，貿易相手国との距離はどれくらいか，など，当
該地域の特色を地図から読み取ることができる。人間生活と自然環境を考えるために地図
は非常に重要である。また，フィールドワークや統計資料などで得た知見を手書き地図や
ＧＩＳで地図化することもできる。地図は地理的見方・考え方を育成する最重要ツールで
ある。 
近年はスマホやパソコン，カーナビなどで簡単に地図を見たり，目的地を検索すること
がきる。また，「Google Earth」や「Google Maps」では，山地や山脈，平野などを立体
視することもできるし，「地理院地図」では地形図をはじめ，空中写真や土地の起伏，活断
層図などを見ることができる。これだけ，地図が身近で使われているにもかかわらず，地
理授業で地図があまり使われていないと筆者は感じる。 
 
（４）地理学研究法 
50 年ほど前の私の学部時代，地理教育は応用地理学の一部であるという考え方があった
が，今日では地理教育は地理学と関連しているものの，その独立性は認知されていると思
われる。日本地理学会の地理教育専門委員会や人文地理学会の地理教育研究部会も活発に
活動し，日本学術会議でも地理教育の必要性を提言している。 
地理教育の主たる目標は，地理的見方・考え方の育成であり，地理学研究法と直結して
いる。地理学研究法の考え方を地理教育に生かせば，生徒は地理に興味関心をもつのでは
ないか，と思われる。   
稲永（1979）は，地理学研究法を，「①なにが（事象） ②どこに（場所） ③いつ（時
間） ④だれが（人間）地域事象を形成する力（内側の力・外側の力） ⑤なぜか（地域
事象認識の再確認とその地域事象からなにをみつけだすかについての暗中模索） ⑥こう
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だろう（調査のための仮設の設定） ⑦ほんとうか（本調査） ⑧なにがいえるか（地域
空間の法則性把握） ⑧問題があるか（地理学理論の地域諸問題解決への応用）」の９段階
を提示した。これは地域の実態や地域的課題，地域の「地方的特殊性」や「一般的共通性」
を考える方法として，地理教育に生かせると考える。 
また，田中啓爾１）は，フィールドワークでの景観を見る観点として，地域事象を，「①
初象（初期の地域事象） ②顕象（顕著な地域事象） ③残象（残存している地域事象）
とし，さらに④未象（今後現れるだろう地域事象） ⑤消象（消えてしまった地域事象）」
と名づけた。 
筆者の地域を見る眼や地理教育の観点は，稲永幸男および田中啓爾の二人の考えによっ
て培われた。 
 
３．これまでの筆者の地理教育 
（１）チョーク＆トーク 
筆者の地理教育（地理授業）は新任のころから，いわゆるチョーク＆トークで，本時の
ねらいに沿って，地域の地理的特色を考えさせる（考えさせたい）ものであった。生徒と
のやりとりは，資料や地図帳から読み取れることを質問し，それを板書した。「暗記科目で
ない地理」，「地名物産でない地理」をめざしたが，板書の仕方がわからず，先輩の授業を
見学し，指導書の板書例を参考にした。しかし，板書例は文字ばかりで，筆者が中学校時
代に受けた授業とあまり変わらず，生徒はつまらなさそうな顔をしていた。最も留意した
のは，「なぜその地域は○○なのか」という「なぜ疑問」から地域を考えることであった。
稲永幸男の地理学研究法に沿った発問は自分自身でも授業を進めやすかったし，生徒も考
えているという感じがした。 
教員生活の数年後，作業学習やグループ学習が推進されるようになり，白地図作業やＫ
Ｊ法２）（筆者の学部時代のゼミではＫＪ法を使って地域分析を行った。）などを取り入れた
が，自分自身では「なぜ疑問」を核とした一斉授業のほうがやりやすかった。 
板書には苦労した。「板書で授業をまとめる。」というが，どうすればうまくまとめるこ
とができるかを考えた。同僚の授業を見学した際，その教員は略地図を描いて地域を説明
していた。当時の筆者は略地図を描かなくても，教室には掛け地図を掛けてあるし，生徒
は地図帳も白地図も持っているし，白地図に記入すれば，内容を理解することができる，
と思っていた。当時は地図黒板もあり，地域の特色は地図黒板に記入しても事足りていた。
しかし，教師が黒板に地図を描くといかにも地理らしい授業になっていた。 
 
（２）略地図 
 筆者の略地図に関する考えは伊藤（2017）で報告した。主な内容は，本時のねらいに沿
って，香川（1939）がいう「簡略図」，「概略図」，「精密図」を描き，地理的見方・考え方
を修得させることである。略地図を描くには教師自身が地図をよく読み，地域の特色を理
解する必要がある。現行および次期中学校学習指導要領には日本および世界の「おおまか
な略地図を描き」と記されており，教科書にも略地図例が示されている。教師は授業場面
に応じて略地図を描く技術が必要であると考える。なお，次期学習指導要領ではＧＩＳの
記述が多くなり，略地図の扱いは少なくなった。時代の要請とはいえ，残念な気がする。 
 
（３）身近な地域の学習 
地理学および地理授業で最も生徒に興味を持たせることができるのはフィールドワーク
である。学部時代の教えは，当該地域に行けば，一番高いところに上がり，地域の景観を
見ること，そして，その景観と地形図を見くらべ，その概要を考えることであった。現地
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を地図（地形図）で確認し，商店街や土地利用などを調べ，地図化した。「初象」「顕象」
「残象」にも留意した。 
筆者が最初に中学校地理の「身近な地域」の授業を行ったときは，生徒を校舎の屋上へ
上げ，実際の景観を地形図で確認させた。当時，神戸市立中学校では副読本「私たちの神
戸」と５万分の一地形図「神戸市全図」が配布され，身近な地域の学習をしていた。その
際，方位，目標物までの距離，山の標高，地図記号，土地利用などを教えた。方位につい
ては，時計を使って方位を見つける方法（短針を太陽の方向に合わせ，短針と 12 時の真
ん中が南）を生徒に教えた。その後，安全上の理由から，生徒を屋上に上げることはでき
なくなったが，高校教員時代には比較的少人数だったこともあり，学校周辺を 50 分授業
の時間内で巡った。生徒からは「地理の授業をしている感じがした」との声があった。 
学校現場で授業時間内にミニ巡検をすることは難しいが，2.5 万分の一地形図を持って
地域を巡ると新しい発見や地形図の精度のよさを体感すると思われる。できれば，新旧地
形図か，今後はスマホの地理院地図などで現地と地図表記を確認させ，防災教育の観点か
らも，土地利用や自然環境等を考えさせることが望ましい。 
 
（４）空間認識 
 地理でいう空間認識とは何か。「歴史は時間軸，地理は空間軸」をいうが，一般に空間と
いう認識は室内空間や宇宙空間など，立体的な上部や上空への認識と考えられやすい。地
理でいう土地利用上の広がりや他地域との結びつきは実感しにくく，教師の指導が必要で
ある。地域的広がり≒空間認識をどう生徒に理解させるか，は地理教師の課題である。 
 地理的空間認識を育成するには地域事象を地図に示すことである。その分布状況（分布
図）を見て考える。その分布を時系列的に見ることによって，地理的空間認識を育成する
ことができる。筆者の中学校教員時代は新旧地形図を比較し，ＯＨＰシートを重ね合わせ
て，地域変化を読み取らせていたが，近年は埼玉大学の谷謙二氏が開発した「今昔マップ」
やＧＩＳ等を使って，地域変化を読み取ることができる。歴史は流れとストーリー性を重
視すると言われるが，地理にもその土地のストーリーがある。地理は自然環境とともに，
自然環境を改変しながら，自然の脅威に対応しながら，人間と自然を意識してきた。地理
教師にはその地域の自然環境と歴史のうえに，「今」があることを生徒に考えさせてほしい。 
  
４．これからの地理教育 
（１）高等学校の新設必修科目「地理総合」 
 2022 年度から高等学校で必修科目の「地理総合」が登場する。「地理総合」の主な内容
は，①地図や地理情報システム（ＧＩＳ）と現代社会，②国際理解と国際協力，③持続可
能な地域づくり，である。 
 1989 年の学習指導要領改訂で世界史必修になって以来，片隅に追いやられていた地理が
復活することは誠に喜ばしいことである。ただ，今回の「地理総合」が失敗すると，今後
の地理教育が難しくなるとの声もある。失敗するかもしれない理由が仮にあるとすれば，
暗記に終始する地理，地名物産のみの地理，地理に苦手意識のある教員が指導する場合な
どが考えられる。そのため，2017 年に日本地理学会地理教育専門委員会では，各都道府県・
政令指定都市の総合教育センターに，「地理総合」実施に向けた教員研修の推進を依頼して
いる。筆者が所属している兵庫地理学協会でも「地理総合」について，兵庫県教育委員会
に研修の有無を尋ねたが，研修を行うとの回答は得ていないと聞いている。 
 吉水（2018）は，中学校社会科教員へのアンケートで「指導が不得意な分野」をたずね
たところ，地理的分野が歴史的分野や公民的分野の倍以上あったと報告している。筆者が
指導している甲南大学の社会科の教職課程の学生で，高校時代に地理を履修した者は，毎
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年，30 数人のうち，2 人程度である。高校時代に地理を履修していない学生は，地理の模
擬授業の際，「授業のイメージがわきにくい。」と言っているが，地理を学ぼうとする姿勢
は真剣で積極的である。 
 今，地理は追い風に乗っている。グローバル化が進み，自然災害が頻発し，防災・減災
への知見が認識され，電子地図が身近に使われている現在，地理が単に暗記科目で終わっ
てしまったら，何の意味もない。地理の重要性や楽しさを伝える千載一遇のチャンスであ
る。地域の一枚の写真やスマホの地図からでも，ヒントさえ出せば地理的見方・考え方を
小中高校生，大学生に，一般の人々に伝えることはできる。 
 
（２）変わらないもの，変わるもの 
 地理教育で変わらないものは，地理的見方・考え方の育成である。つまり，地域を自然
環境，社会的条件，歴史的背景の視点で捉え，地図をとおして，地域の特色と他地域との
つながりを考えることである。また，地理授業法では，受け身の授業から生徒の主体的な
学びと思考の深まりを促す意味で，アクティブラーニングや「主体的・対話的で深い学び」
が推進されるようになった。大学教育でもアクティブラーニングが取り入れられ，学習指
導要領の考えは大学教育にも浸透してきている。しかし，アクティブラーニングは大学の
ゼミ形式や合評などで従来から行われてきたことであり，小中高等学校のグループ学習は，
少数の学校ではあるが，「バズ学習」として従来から行われてきた。学んだことをいかに活
用するかという「コンピテンシー」の考えも，社会への「提言」という形で従来からあっ
た。 
神戸大学教育学部附属中学校（現・神戸大学附属中等教育学校）では何十年も前からグ
ループ学習を取り入れていた。筆者は 40 数年前，当時の神大附属中学校の研究授業を見学
したことがあり，生徒が活発に議論していたのを覚えている。その後，私自身が中学校で
研究授業（西ヨーロッパの工業）を行う機会があり，グループ学習を取り入れたが，研究
協議で「グループ学習の体裁を取っていたが，深まりがなく，授業になっていない」と厳
しい指摘を受けた。今回の学習指導要領改訂でアクティブラーニングは，「主体的・対話的
で深い学び」に変更されたが，これはアクティブラーニングが「アクティブラーニングご
っこ」に陥っていることへの反省から文言が変わった，と聞いている。 
要は，生徒がいかに考え，それを教師がいかにフォローし（生徒をフォローするために
は教師の十二分な知識と教材研究が必要である），深い学びへと繋げていくかが課題である。 
 変わる地理授業は，何といっても科学技術の進歩によるＩＴＣの活用である。「Google 
Earth」や「Google Maps」，地理院地図，ＧＩＳ，各種ソフトなどによって，地域の自然
や人文情報を自由に地図化・映像化できる。そこから地理的見方・考え方を育成すること
ができるようになった。生徒は幼少の頃からスマホに親しみ，苦手意識もあまりないと思
われる。生徒を授業で引っ張るのが教師である。次代の教員は電子地図に慣れ親しみ，授
業で活用できるよう研鑽に励んでほしい。 
また，学問の発達によって，これまで証明されず，教科書に載っていなかったことが載
るようになった。筆者の新任のころは，ウェゲナーの大陸移動説を証明するプレートテク
トニクスが認知されつつあったころであった。当時の神戸市教育委員会では，教員研修に
中央の大物研究者を呼んでいた。中でも東京大学の竹内均３）先生の地球物理学の話しは非
常に興味深いものであった。昨今の地学や地球物理学は，リモートセンシングをはじめ，
最新技術を駆使してアプローチしているため，その進歩が著しい。防災意識の高まりから
か，一般向けの地学本も数多く出版されている。地理は扱う範囲が海底から上空を含む地
球表面であるため，地学や地球物理学の知識もある程度，必要である。次代の教員には最
新の地学情報にも関心をもってほしい。 
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５．おわりに 
地理は知識がつながってこそ，理解しやすいし，面白い。地域の自然のこと，社会のこ
と，歴史のことを，ぞれぞれ，バラバラではなく，きちんと引き出しにしまって，必要と
あれば，その引き出しから取り出し，関連させて考える。知識は必要だが，文字だけで知
識を詰め込んでも地理にはならない。関連図でまとめる。地図でまとめる。地図に親しむ。
地図が苦手な人は，スマホの検索で地図に慣れる。 
理解できると次への興味づけになる。書物や画像だけでなく，紙地図を持って，可能で
あれば現地を訪れる。現地にはグルメもある。言葉もある。自然もある。歴史もある。五
感あるいは六感で地域を体感することができる。学術的には，地理的見方・考え方を育成
する。平たく言えば，地域の過去と現在，未来を体感する。 
教師は最大の教育環境である。次代の教員には，教師自身が「地理は面白い，楽しい」
と思えるように地域情報にアンテナを張り，地図をとおして地域の「なぜ」を考える習慣
をつけてもらいたい。そして，地理学が有用な学問であり，生徒に地理の面白さを伝えて
ほしい。 
以上，地理教育および地理学についての私見を縷々，述べてきたが，本稿は学術的な仮
説・検証に基づく論考になっていないことをお許しいただきたい。 
  
 
注 
１）田中啓爾（1885 年-1975 年）は日本の地理学者。主な専門は地誌学を中心とした人文地理学。地
理的現象にも初象・顕象・残象といった段階ごとの発達段階があることを取り入れようとした。
ウィキペディアより抜粋。（2019 年 1 月 7 日アクセス）。 
２）ＫＪ法は，収集した多量の情報を効率よく整理するための手法。考案者の川喜田二郎氏の頭文字
から命名された。コトバンクより抜粋。（2019 年 1 月 7 日アクセス） 
３）竹内均（1920 年-2004 年）は地球物理学者。プレートテクトニクス理論を広めた。コトバンクよ
り抜粋。（2019 年 1 月 6 日アクセス） 
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